


昨年2025年8月21日、国立科学博物館との共催により、ピースあいちで初となる「教員のための博物
館の日」を開催しました 。その時の語り手の お話と参加者の声をご紹介いたします。ご参加の判断材
料としていただければと思います。

戦争体験語り手の松下哲子さんが満州からの引き揚げ（ 1934年満州国生まれ、 1946年日本に引き
揚げるまで奉天（瀋陽市）で過ごす）のお話をされました。参加者からは戦争体験談を直接聞け
たことが一番良かったとのことでした。

昨年の「教員のための博物館の日」

語り手のお話

参加者の声

参加者全員より「参加してとても良かった」とご回答 いただきました 。

戦争を経験した方からの直接のお話はと
ても貴重なことです。ありがとうござい
ます。

実際に戦争を体験された方のお話というの
は、近年段々と聞くことができなくなって
いるので、この機会に聞くことができてと
ても貴重な経験となりました。また、満州
の視点からのお話も珍しくとても良かった
です。満州のお話、満鉄や都市での生活のお話

など初めて伺うことが多く、従来のピー
スあいちなどでうかがった話とは違った
感想を持つことができました。平和は感
情ではなく、多くの知識をもとにした論
理が必要です。勉強になりました。

他の教員の方々とのお話を聞けた。また語
り継ぎの方と当事者の方の話が聞けて良か
ったです。

展示物を見る時にどんな想像力を働かし
て欲しいか、聞けて良かった。

ピースあいちの沿革、展示、方針を含め詳
細に知ることができた。

貴重な資料について、直接触れさせていただけて良かったです。語り手の方のお話を直接聞
けてよかったです。当時の状況の肌感を、当時者のお話できくことは、文章で読むのとは全
く違いました。

「熊本の農家に生まれた父親が満鉄に勤務。そこでは日本人だけ恵まれ、設備の良い社宅、
国民学校で生活。しかし1944年の冬から暖房も入らない厳しい環境に。8月15日の玉音放送
を聞いて母たちは泣いていましたが、自分は戦争に負けたことは信じられませんでした。そ
の日、ピョンヤンでは一晩中花火が上がり、『マンセイ（万歳）』と現地の人が叫んでいま
した。35年にわたる植民地支配から解放された人たちの喜びの声を、悔しく聞きました。
1946年8月31日夜、父の故郷熊本にたどり着くのですが、引き揚げの途中、亡くなった人た
ちを載せたターチョ（大車）を覆うアンぺラ（むしろ）から、黒くなった遺体の手足を見ま
した。遺体は穴に埋められたそうです。その方たちはどこでどうなっているのでしょうか。
なぜ、中国、東南アジアの多くの人がひどい目にあわなければいけなかったのか。なぜ日本
が無謀な戦争を始めたのか…。自分の頭で考えることを、生徒さんたちに話してほしい」
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